
1. 序　　脆弱市街地 1）は生活ｲﾝﾌﾗの未整備や貧困といっ
た様々な課題が重層的に存在する地域である。そうした
状況において建築家は、NGO との協働による資金の調
達や、地域住人が施工可能な工法の開発など、建築生産
ﾌﾟﾛｾｽの各ﾌｪｰｽﾞで様々な役割を担うことで、居住環境の
改善を果たしている。その過程には、従来の建築生産ﾌﾟ
ﾛｾｽにおいて固定化している設計者の役割を超えた、建
築家の活動の多様な拡がりをみることができる。そこで
本研究では、脆弱市街地に提案された建築を対象に、企
画から運営に至るまでの建築生産ﾌﾟﾛｾｽにみられる建築
家の役割を明らかにすることで、これからの社会におけ
る建築家の職能の可能性を示すことを目的とする。
2. 建築生産プロセスの関係図の作成　　本研究の対象
とした建築ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおいては、建築家のほか、第 3 ｾｸ
ﾀｰや地域住人など様々な人が数々の役割を担っている。
本研究ではそうした各参画者がどのような役割を果た
しているかを、各事例を紹介する建築雑誌やｳｪﾌﾞｻｲﾄ 2）

等から読み取り、建築生産ﾌﾟﾛｾｽの関係図として整理し
た（図１）。行程は【企画】【設計】【施工】【運営】の４
段階に分類し、各参画者が担う役割を〈発注者〉〈専門
家 / ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ〉〈設計者〉〈工事管理者〉〈施工者〉〈運営・
管理者〉〈使用者〉に分類した（表１）。また、参画者の
属性を『建築家』『建設会社』『第 3 ｾｸﾀｰ』『教育機関』『ﾛ
ｰｶﾙｱｰｷﾃｸﾄ』『職人』『技術者』『ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ』『行政』『企業』

『地域住人』から捉えた（表２）。
3. 建築家の参画形式とその他の参画者の協力の形式
　前章で作成した関係図を元に、各事例で建築家が関与
する段階と役割の拡がりを検討し、さらにその他の参画
者の関与を建築家との関係性に着目して検討する。
3-1. 建築家の関与の領域　　まず各事例において建築
家がどの段階で関与したかを関与の領域として検討し、
さらにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの序盤と終盤における建築家の関与の内
容を併せて図に示した（図２）。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内で建築家の
関与が完結する〔完結型〕、以前から対象地での活動や
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図 1. 分析の流れ

Their first project, in collaboration with Jusoor, was the design and build of 
the Ibtasem playground for a refugee school in Bar Elias.・・・The success 
of the cooperation led CatalyticAction and Jusoor into discussions on how to 
work together at Jarahieh School. Jusoor had initially secured 10,000 USD 
for the provision of a playground in the tented school. CatalyticAction 
suggested however that the budget be dedicated to improvement of the 
physical infrastructure of the classrooms. 
This project was possible through the col laborat ion with dif ferent 
stakeholders: Jusoor NGO running the educational programme, Save the 
Children Italy donating the pavilion material・・・CatalyticAction designing 
and implementing the school project with the support of local and 
international volunteers.
During the construction on site in Al Marj the construction team comprised 
Syrian labourers from the sett lement, local Lebanese art isans and 
international volunteers. Health and Safety was ensured by CatalyticAction.・・・
In order to work with local labour from the settlement, CatalyticAction 
brought to site the know-how and skill set to train and empower community 
members.
The overall layout of the school was designed and implemented through 
participatory design practices, which engaged the community members and 
various stakeholders, inviting them to become part of the process. Through 
a series of workshops, both prior to the arrival of the shipping containers 
with the building components, and once the materials were on site, input 
was sought on the different elements.
・・・NGO Save the Children. This association had commissioned and built 
a pavilion for the 2015 International Expo in Milan, and was looking for an 
opportunity to reuse the structure. An agreement was struck to organise the 
dismantling, packaging and shipment of the pavilion structure from Italy to 
Lebanon, so as to provide the material elements to support the construction 
of a new school in Jarahieh.
・・・experiment with locally sourced sheep’ s wool as insulation and sound 
dampening material. As 72% of all the sheep in Lebanon are found in 
Bekaa, This strategy was not only sustainable but also supported local 
farmers and laborers hired to clean and dry the wool.
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続型〙、設計と工事管理を行う〘ﾋﾞﾙﾄﾞﾏﾈｰｼﾞ型〙、設計と
工事管理に加えて施工にも参与する〘ﾋﾞﾙﾀﾞｰ型〙、設計
のみならず材料の開発や使用者の意見を反映できる UI
の考案といった専門家の役割を担い、総合的に建築物に
関わる〘ﾏﾙﾁｽｷﾙ型〙、自らﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開始し発注者とし
ての役割を担う〘ﾛｰﾝﾁ型〙に分類した。
3-4. その他の参画者の協力の形式　　さらに、建築家
以外の参画者の関与の形式について、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ全体にお
ける建築家との協力関係に着目し整理した（図 5）。建
築物実現の為に重要である、設計段階と施工段階におけ
る建築家との協力関係の有無で大別すると、後者は通し
て参画者同士の関係性が薄く各々が独立している様子が
みられる《分散型》とした。前者は建築家に寄り添い同
じ役割を果たす様子がみられるものを《随伴型》、それ
以外を《協働型》とした。

発注者との親交があったことで設計者に選定される〔先
行型〕、建物の竣工後も関与がみられる〔発展型〕、先行
型と発展型の両方の性格を併せ持つ〔先行発展型〕から
捉えた。
3-2. 建築家の役割の拡がり　　次に、各事例から建築
家が担う役割の拡がりを検討した（図３）。設計業務の
みではなく複数の役割を担うものが半数を占め、これら
の役割の拡がりを、設計業務と工事管理業務の役割を担
うもの、自ら施工まで行うもの、専門家としての役割を
担うもの、発注者としての役割も担うものに分類した。
3-3. 建築家の参画形式　　前節までに検討した建築家
の関与の領域および役割の拡がりの組合せを、建築家の
参画形式として検討した（図４）。その結果、設計のみ
を行い建物の竣工とともに関与が完結する〘設計専念型
〙、設計のみを行うが竣工後も関与が継続する〘設計継

図 5. その他の参画者との協力の形式

図２. 建築家の関与の領域

図 4. 建築家の参画形式

表 2. 参画者の属性表 1. 参画者が担う役割

図３. 建築家の役割の拡がり

《分散型》

設計・施工段階での協力関係なし 設計・施工段階での協力関係あり
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Women’s Center11 あ
Inner City Arts22 あ
Housing for the Fisherman Tyre23 あ
Housing+16 あ
Salam Centre for Cardiac Surgery09 あ

Tread Cultural Centre08 あ
The Table House29 あ
Vertical Gym Chaoco17 あ
Megacity Skelton-AFP14 あ
The Sandbag House18 い
Immunization and Education Center for Turkana19 い
Lanka Learning center21 い
Kibera Hamlets15 い
So Ker Tie House24 い
Frendship Center06 い
Safe Haven Orphange25 う
Old Market Library26 う
Klong Toey Community Lantern27 う

Women’s Opportunity Center30 え

SOS Children’s Village03 あ

Quinta Monroy Housing12 え
Empower Shack13 え

METI Handmade School01 え

Makoko Floating School07 え

Za'atari Classroom28 お
Bunateka Libraries05 お
Warka Water04 お
Gando Primary School10 お
Agbogbloshie Makerspace Platform20 お
Jarahieh School02 お

アフリカ

アフリカ
アフリカ
アフリカ
アフリカ

アフリカ
アフリカ

アフリカ

アフリカ

アフリカ
アフリカ

アフリカ
アフリカ
アフリカ

アジア

アジア
アジア
アジア
アジア
アジア
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北米

南米

南米

南米

欧州

中東

中東

中東

中東
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『第３ｾｸﾀｰ』
『教育機関』
『ﾛｰｶﾙｱｰｷﾃｸﾄ』
『職人』
『技術者』
『ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ』
『行政』
『企業』
『地域住人』

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの担当設計者
建設業に関係する企業
NGO、財団、国連など

大学など
現地の建築家 , 設計者
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾅｰなど
構造家、設備家など

雇用関係のない学生など
国家に関する機関全般
資金 /技術協力する会社

その地域に住む人

設計者
のみ

あ い う え お

　設計者＋
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を含む
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使用者
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4. 建築物の構法と建築家の工夫　　各事例では、資金
不足や現地の未発達な建設技術などを考慮し、ｺﾝﾃﾅを転
用するといった建築物の構法上の工夫、地域住人の要望
を把握するﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ ( 以下 WS) の開催や施工方法の指
導による技術の継承といった建設ﾌﾟﾛｾｽの様々な段階で
の工夫もなされている。本章では建築家により行われた
これらの工夫について検討する。
4-1. 建築物の構法と用途　　まず建築物の構法ついて
は〖地域材活用型〗、〖ｽｹﾙﾄﾝ型〗、〖ｷｯﾄ型〗、〖転用型〗、〖
通常建設型〗に分類した。さらに、建築物の用途を住宅、
集合住宅、学校、地域施設に分類した（図 6）。
4-2. 建築家の工夫　　次に、建築家の工夫を図７に整
理した。建設の実現を目的とするものと建設後の環境改
善を目的とするものに大別し、前者は、資金収集など建
設に向けて準備を整える〔体制〕、WS の開催など地域
住人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを円滑にする〔交流〕、接合部の簡便
化など主に施工にまつわる〔工法〕に分類した。また後
者は、建設技術の継承など地域社会の自立や展開を促す

〔波及〕、過密を解消するためにｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽを設けるなど
主に形態や仕上げに工夫を行う〔意匠〕に分類した。
5. 参画形式と協力の形式からみた建築家の役割
　脆弱市街地に提案された建築における建築家の役割に
ついて、前々章で検討した建築家の参画形式を縦軸に、
その他の参画者との協力の形式を横軸にとり、全事例の
建築生産ﾌﾟﾛｾｽの関係図を前章で検討した建築の構法と
用途および建築家の工夫と併せて示したものが図８であ
る。まず、〘設計専念型〙は《分散型》との組合せが多
く、これらは建築家をはじめとした参画者がそれぞれの
役割に専念するものである。例えば [no.22-Inner City Arts]
は建築物を分棟構成とし、15 年かけて段階的に建設し
ていくといった設計面での建築家の工夫がみられるもの
である。同様に〘設計継続型〙も建築家は設計のみを担

うものであるが、《協働型》との組合せが多くみられた。
例えば [no.14 Megacity Skelton-AFP] は現地の大学および政
府と協働体制を構築して定期的に WS を開催し、施工段
階では現地で施工を担う学生と遠隔でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取り
設計監理するなど、その他の参画者と協力することで建
築物を実現し、さらに竣工後も改善案の作成と建設を継
続するものである。次に〘ﾋﾞﾙﾄﾞﾏﾈｰｼﾞ型〙では協力の形
式に傾向はみられないものの、建築家が工事管理を行う
ことから、構法については〖地域材活用型〗及び〖ｷｯﾄ
型〗が多くみられ、すべての事例で地域住人が施工を行
うものであった。[no.15 Kibera Hamlets] は、他の美術展
で制作したﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝを会期後に解体・輸送し学校として
活用することを見越して設計されたものであり、建築家
の指示のもと地域住民が組上げた。〘ﾋﾞﾙﾀﾞｰ型〙は全て《随
伴型》であり、ﾛｰｶﾙｱｰｷﾃｸﾄや大学と緊密な連携がみられ
た。建築物の用途もすべて図書館や浴場などの地域施設
が占め、利用する地域住人が企画段階から関与しており、
そのため〔交流〕に関する工夫が多くみられた。例えば
[no.26 Old Market Library] では WS 前に映画を上映するな
ど住人の主体的な参加への工夫があり、建築家が地域住
人の要望を深く理解した上で設計施工に臨んでいた。〘ﾏ
ﾙﾁｽｷﾙ型〙では《協働型》と《随伴型》がみられ、これ
は建築家が技術者などと協働で専門性の高い役割を担う
ものであり、そのため、〖地域材活用型〗が占める割合
が高く、また〔工法〕に関する工夫が多くみられた。[no.1 
METI Handmade School] では建築家が現地の工法の改善案
を技術者と協働で開発し、地域住人に施工に参加しても
らうことで地域全体の建設技術の向上が図られた。〘ﾛｰﾝ
ﾁ型〙では《協働型》が多くみられ、建築物の構法は様々
だが、用途は学校あるいは地域施設という公共性の高い
ものであった。〔工法〕と〔波及〕に関する工夫が多く
みられ、これは地域の時間的・空間的ﾚﾝｼﾞを見据えた環

図 6. 構法と用途 図 7. 建築家の工夫
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註１）都市化の過程で生まれた経済的・社会的・制度的に脆弱な居住区や地域。発展途上国
ではｽﾗﾑに象徴される。また先進国においても木密地域やﾄﾞﾔ街など相対的に脆弱な地域や自
然災害による被害を受けやすい地域も含まれる。( 世界の SSD100 都市持続再生のﾂﾎﾞー第６
章 脆弱市街地の再解釈 - 志摩憲寿より抜粋 ) 本研究では、上記の定義に未開発の集落やｺﾞｰｽﾄ
ﾀｳﾝなど、居住環境の改善や新たな構築の必要がみられるという点を共通項とした地域を加え、
脆弱市街地と定義する。

境改善を思考する建築家の姿勢を表すものだと捉えられ
る。例えば [no.20 Agbogbloshie Makerspace Platform] では廃
棄物投棄場で解体や修理を生業とする人々の拠点となる
工房を建設し、彼らのﾉｳﾊｳを外部団体に接続するﾈｯﾄﾜｰｸ
を構築するなど、建築物だけに留まらない建築家の活動
がみられた。
6. 結　　以上、脆弱市街地に提案された建築を対象に、
その建築生産ﾌﾟﾛｾｽにみられる建築家の役割を検討した。
その結果、建築家が設計のみを行う場合でも、設計面で
通常とは異なる工夫を凝らしたり、竣工後も継続して手
法を追求する姿勢がみられるもの、設計から工事管理や

施工までを行い、建設を介した協働に重きをおくもの、
自身がﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開始し、専門家などの役割を担うと
いった総合的に建築物に関わることで建築生産の仕組み
の根本に問いを持つものがみられた。これらは、各参画
者の役割が固定化された従来の建築生産において建築家
の新たな職能の可能性を示すものであると考えられる。

註２）本研究では脆弱市街地に提案された建築物のうち、NGO などの第３ｾｸﾀｰのｳｪﾌﾞｻｲﾄ、
脆弱市街地を主題として開催された展覧会の書籍、建築賞の審査員による報告書、a+u や
The Architectural Review などの建築雑誌を本研究における主要資料とし、archidaily などの
建築系ｳｪﾌﾞｻｲﾄや建築家の作品集及び写真やﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ動画を補助資料として扱うことで、
企画から運営に至るまでの一連の建築生産ﾌﾟﾛｾｽが把握可能な３0 事例を研究対象とする。

図 8. 参画形式と協力の形式からみた建築家の役割
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建築家
建築物の構法 用途

建築家の工夫

第３ｾｸﾀｰ, 行政

地域住人

協働での行為

建設会社 ,
教育機関 ,
技術者 , 職人 ,
ﾛｰｶﾙｱｰｷﾃｸﾄ,
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ, 企業

発注者
専門家 /ｺﾝｻﾙ
設計者
工事管理者
施工者
運営 /管理者
使用者

企画 設計 施工 運営

体制 交流 工法 波及 意匠

Megacity Skelton-AFP | R/Urban Design Office
現地の大学及び政府と協働体制を構築し、
兼ねてから短期 WS を開催して地域の改
善を図っていた。本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでは長期
WS の一環として現地に学生が住み込み、
建築家と遠隔でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取りながら施
工に取り組んだ。本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ
とし、その後も改善案が建設された。

A-イ

B-ロ

C-ロ

E-ロ

F-ロ

D-ﾊ

no.14

Inner City Arts  | Michael Maltzan Architecture
ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ郊外のｽﾗﾑ地区で生活する子供達
に安全な場所と教育を提供するべく開始
された。15 年の歳月をかけ資金の調達を
その都度行うことで段階的に建設し、安
全のため建築物は敷地周辺を囲う形状に
なっている。また、落書き防止の塗料が
施され、割れ窓効果を防いでいる。

no.22

Kibera Hamlets | SelgasCano
現地を訪れた写真家が友人の建築家に依頼
し開始された。当時建築家は別団体から依
頼されたﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝに取り組んでおり、ｸﾗｲｱﾝﾄ
及び協働者を説得し使用後は現地に輸送し
活用することを見越して設計された。ｶﾗﾌﾙ
な単管で構成された建築物はﾗﾝﾄﾞﾏｰｸとな
り寄付の焦点としての働きも果たした。

no.15

Old Market Library | TYIN tegnestue Architects
現地で活動しているﾛｰｶﾙｱｰｷﾃｸﾄに誘われ、
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが開始された。映画を上映する
などして徐々に WS に住人を集め要望等
を把握するとともに関係を深めた。住人
から建築物の提供を受け施設の拡大が可
能となった。最終的にはﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾍﾞｰｽで住
人の主体的な施工参加がなされた。

no.26

METI Handmade School | Anna Heringer
建築家が発注者である NGO のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活
動に参加し、その後も現地を訪れ調査を
続け、修士設計として学校を提案し採用
された。現地工法の改善案を技術者と協
働で開発し、地域住人に施工に参加して
もらうことで建設技術の継承を行なった。
その後も同工法で他施設を建設した。

no.01

Agbogbloshie Makerspace Platform / LOWDO
世界最大の電子廃棄物投棄場で解体・修理
を生業に生活する人々を電子機器の専門家
と捉え、廃棄物の流れをﾏｯﾋﾟﾝｸﾞしたのち
異なる分野の人々を繋げ、知識共有の拠点
となる工房を建設。また彼らのﾉｳﾊｳを必要
とする住人や企業と接続するｱﾌﾟﾘを開発し
需要と供給を繋ぐﾈｯﾄﾜｰｸを構築した。

no.20

具体例




